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2000 年前から「抗酸化」と
「免疫カアッフ゜」が得滋でした

近年、漢方薬が効くメカニズムの一端が明らかに

なってきており、その大きな柱が、免疫賦活作用と、

活性酸素を抑える抗酸化作用です。私たちの研究では、

漢方薬は、腸内細菌を変化させることにより、

生体の遺伝子をコントロール。免疫を活性化していることが

明らかになりました。また漢方薬の抗酸化作用を

証明するため、名古屋大学の大沢俊彦先生

（現・愛知学院大学客員教授）と共同で、食べ物に含まれる

活性酸素吸収能力を示すORAC値を調査。その結果、

1 日に摂ることが推奨されているORAC値（野菜350g相当）を、

漢方薬 1 日分の服用で軽く賄えてしまうことが明らかに。

多くの漢方薬が強力な抗酸化作用をもっているのです。

ThePower O 5 

日本以上に、世界で
高く評価されています

2018年には、世界保健機関(WHO) の国際疾病分類に、

伝統医学が盛り込まれることになるほど、世界では

漢方という伝統医学が高く評価され、市民権を得ています。

特に普及しているのはドイツ、イギリスなどですが、

アメリカでは国立衛生研究所で、伝統医学を含む統合医療に

年間3億ドルもの予算を使い、実際多くのがんセンターで

がんの補完医療として伝統医学を活用しています。

西洋医学を学んだ医師が漢方を日常診療に利用するなど

日本の漢方医学への世界からの関心も裔く、私たちの

大学にも海外から留学生が多く訪れ、漢方を学んでいます。

ThePower O 6 

個別化医療としての
エビデンス構築も進んでいます

現在慶應義塾大学病院では、問診にiPadを用いて、

コンビュータが「証（しょう）」を判断します。今はあくまで診断の

参考程度ですが、その目的はデータを収集し分類すること。

そこから個別化医療としてのエビデンスを構築し、

将来的に漢方診断に役立てることを目指しています。

私
た
ち
の

知
ら
な
い

漢
方
の
カ

渡辺賢治

k呵i Walanabe

慶應義塾大学
環境情報学部教授、
医学部兼担教授

慶應義塾大学医学部卒業。

スタンフォード大学遺伝学

教室留学、北里研究所東洋

医学総合研究所を経て、慶

應義塾大学漠方医学センタ

ーヘ。学生時代から漢方の

勉強を始め、西洋医学と東

洋医学を融合させた「総合

医」としての医療のあり方

を追究。日本東洋医学会代

議員・専門医。日本漠方生

薬ソムリエ。著書に『漠方

医学』（講談社）ほか多数。

ThePower O 1 

「漢方」は日本で独自に
発展した日本の伝統医学

漢方は中国の医学と思われがちですが、

日本の医学です。中国の漢代に花開いた医療が、

5~6世紀に日本に伝来。それが少しずつ日本化されて

独自に進化を遂げたものなのです。特に発展したのが江戸時代、

一つの漢方薬がどんな体質の日本人、どんな症状に合うか

といったデータを積み重ねながら体系化されていき、

今の漢方の原型ができました。そもそも、

漢方という言葉自体、江戸時代に日本で作られた言葉。

中国では「中医学」と呼び、漢方は存在しません。

日
本
人
の
た
め
に
発
達
し
た
医
学
で
あ
り
な
が
ら
、

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
漢
方
の
真
の
実
力
。

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
漢
方
医
学
セ
ン
タ
ー
で
診
療
す
る

渡
辺
賢
治
先
生
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ThePower O 2 

病気を治すのが西洋医学、
人を治すのが漢方です

西洋医学と漢方の最大の違いは、病気を治すのか、

病気をもっている人間を治すのか、ということに尽きます。

病気で病院に行くのはほんの一握り。健康診断で

ちょっと異常は見つかったけれど自覚症状がない人や、

何となくの不調は感じるけれどどうにかやりくりしている、

そういう人が相当数。さらに今の健康を維持したい人、

もっと体力をつけたい人、そういう全部、つまり

生きている人すべてが漢方の対象になります。

TlzePower O 3 

インフルエンザや難病にも
効果のある、実は最先端医療

Profile 

漢方は慢性疾患の治療向き、急性疾患には効果なし、

というのは大きな誤解です。例えばインフルエーンザには

葛根湯や麻黄湯、麻黄附子細辛湯、大青竜湯などが

タミフルなどの抗インフルエンザ薬と同等に効き、

1 日分の服用で症状が改善することも。漢方薬は、

耐性ウイルスを作らないという大きな長所もあります。

また、がんや膠原病、日本に数千名しかいない難病治療の

最後の砦としての役割も漢方は果たしており、

病気そのものは治せなくても、辛い症状を緩和する、

抗がん剤の副作用を軽減するなどの効果があります。
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テーラーメイドの体質改善、 漢方の基本を知る
個別化医療を基本とし、病気ではなく人を治すという漢方。

そのために漢方には「四診」と「証」という独自の診察、診断方法があります。

漢方入門のための基礎知識を、渡辺賢治先生にご指導いただきます。

治
療
指
不
も
含
む
、

漢
方
な
ら
で
は
の
診
断

「
四
診
」
と
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
体
質
や

状
態
（
証
）
を
見
極
め
る
た
め
の
漢
方
な
ら

で
は
の
診
察
方
法
で
す
。
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド

の
診
療
を
行
う
た
め
の
大
切
な
情
報
収
集

で
、
「
望
診
（
ぼ
う
し
ん
）
・
聞
診
（
ぶ
ん
し

ん
）
・
問
診
（
も
ん
し
ん
）
・
切
診
（
せ
っ
し
ん
）
」

と
い
う
4

つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

望
診
は
視
覚
に
よ
る
診
察
。
漢
方
医
は
、

患
者
が
診
察
室
に
入
っ
て
き
た
と
き
か

ら
、
顔
色
や
姿
勢
、
体
形
、
動
作
、
肌
の

色
ツ
ヤ
、
む
く
み
の
有
無
な
ど
を
観
察
し

て
い
ま
す
。
望
診
で
特
に
重
視
さ
れ
る
の

が
、
内
臓
の
異
常
が
現
れ
や
す
い
舌
の
状

態
を
見
る
「
舌
診
（
ぜ
っ
し
ん
）
」
。
舌
の

色
や
形
状
、
舌
苔
の
有
無
に
加
え
、
舌
に

歯
形
が
つ
い
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
が
重

要
な
情
報
で
す
。

「
証
」
と
は
、
四
診
で
得
た
情
報
を
も
と
に
、

患
者
が
今
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
か
と

い
う
診
断
。
い
わ
ば
人
間
を
分
類
す
る
よ

う
な
も
の
な
の
で
、
病
気
や
症
状
が
な
く

て
も
つ
け
ら
れ
ま
す
。
将
来
に
か
か
る
か

も
し
れ
な
い
病
気
の
予
測
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
ま
た
証
は
、
診
断
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
治
療
法
の
指
示
ま
で
も
含
む
と
い
う

点
が
特
徴
的
で
す
。

証
を
決
め
る
重
要
な
概
念
に
「
虚
実
」
「
寒

熱
」
「
気
・
血
•
水
」
が
あ
り
ま
す
。

虚
実
は
、
病
気
を
は
ね
返
す
力
が
強
く
発

揮
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
判
断
す
る
も
の
。

平
素
の
体
力
が
実
の
人
は
病
気
へ
の
反
応

も
実
、
虚
の
人
は
反
応
も
虚
で
あ
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
必
ず
そ
う
な
る
わ
け

聞
診
は
聴
覚
と
嗅
覚
に
よ
る
診
察
。
声
の

大
小
や
ト
ー
ン
、
話
し
方
、
息
遣
い
や
咳

の
様
子
な
ど
を
聞
き
、
体
臭
や
口
臭
な
ど

の
に
お
い
も
嗅
ぎ
ま
す
。

問
診
は
現
在
の
病
気
や
症
状
だ
け
で
な
く
、

体
質
の
傾
向
や
生
活
を
て
い
ね
い
に
聞
き

ま
す
。
西
洋
医
学
で
も
問
診
は
行
わ
れ
ま

す
が
、
検
査
が
発
達
し
た
今
、
問
診
に
割

く
時
間
は
少
な
く
な
る
傾
向
で
す
。
一
方

漢
方
で
は
、
患
者
の
主
観
を
重
視
す
る
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

切
診
は
患
者
の
体
に
触
れ
観
察
す
る
診
察
。

脈
を
診
る
脈
診
と
、
お
腹
に
触
れ
る
腹
診

が
あ
り
ま
す
。
腹
診
は
日
本
の
漢
方
の
特

徴
で
、
生
体
の
反
応
と
し
て
腹
部
に
現
れ

た
も
の
を
観
察
す
る
た
め
、
お
腹
以
外
の

場
所
の
不
調
で
も
必
ず
診
ま
す
。

実
は
相
対
的
な
も
の
だ
か
ら
で
す
。

寒
熱
は
、
患
者
の
自
覚
に
よ
る
も
の
。
体

温
が
低
く
て
も
本
人
が
熱
が
あ
る
よ
う
感

じ
、
発
汗
傾
向
が
あ
っ
た
り
す
れ
ば
熱
゜

逆
に
、
体
温
計
で
測
っ
て
熱
が
あ
っ
て
も

寒
と
い
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

慢
性
疾
患
で
重
要
な
の
が
気
・
血
•
水
゜

そ
れ
ぞ
れ
の
巡
り
が
悪
く
な
り
滞
る
こ
と

で
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
や
症
状
が
現
れ
ま
す
。

そ
の
異
常
は
大
き
く
6

つ
に
分
類
（
下
記
参

照
）
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
も
ど
れ
か
―
つ
だ

け
と
い
う
人
は
少
な
く
、
幾
つ
か
あ
る
異

常
の
な
か
で
ど
れ
が
い
ち
ば
ん
強
く
出
て

い
る
か
を
診
て
、
治
療
方
針
を
決
め
ま
す
。

と
も
、
実
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
虚

で
は
な
く
、
ま
た
同
じ
人
が
虚
に
な
る
こ

「実証・虚証」診断の目安

•実証：体型は筋肉質。筋肉の発育は良好。活動性は活発。肌ツヤがいい。声が V 
”’ 力強い。栄養良好。大食。食べるのが速い。体温調整は季節に順応。便

秘しても平気。病気になったとき、汗をかきにくい。

•虚証：体型は痩せ型で水太り。筋肉の発育は不良。活動性は消極的。乾燥肌、

さめ肌。声は弱々しい。小食で栄養不良。食べるのが遅い。夏バテしや

すく、冬は疲れやすい。下痢が多い。病気のとき、汗をかきやすい。

「熱証・寒証」診断の目安

•熱証：新陳代謝が冗進している状態。熱感、のぼせがある。血色が良い。にき

びができやすい。便秘がち。尿量が少なく、色が濃い。

•寒証：新陳代謝が低下している状態。寒気、四肢の冷えを感じる。顔色が青い。皮

膚が乾燥。体がだる＜横になっていたい。下痢がち。尿量が多く、色が薄い。

「気・血•水」診断の目安

•気虚：元気が出ない。気力がない。体がだるい。疲れやすい。食欲・意欲がな

い。日中の眠気（特に食後に眠くなる）。

•気うつ：頭重感がある。咽喉がつまる。胸苦しい。不眠。手足がだるい。

•気逆：のぼせ。動悸。げっぷ。発汗。不安。焦燥感。顔面の紅潮。

•血虚：爪が脆い。爪の変形。白髪。髪が抜ける。貧血。集中力低下。こむら返

り。過少月経。皮膚のかさつき。

•第血：口が乾く。痔。月経異常。唇や舌の暗赤色化。色素沈着。静脈瘤。毛細

血管の拡張。目の下のクマ。腹部所見もみられる。

•水毒：めまい。立ちくらみ。頭重感。乗り物酔い。悪心。下痢。舌歯痕。浮腫。

証のセルフチェックを詳しくするなら、
渡辺賢治先生監修の漢方タイプ診断へ。

•漢方デスク https://kampodesk.com/diagnosis 
（診断に合った生活指導のプログラムがあります）

•未病チェックシート http:/ /me-bye.com/ 
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切
診
を
重
視
す
る
、

漢
方
な
ら
で
は
の
診
察
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漢方が得意なエイジングケア

AgingCare&MibyoCare O 6 Aging Care &Mibyo Care O 5 

欲
振
食
不

ア

食欲不振は日常的によくみられるも

のの、原因不明なケースが多く、適

切な西洋薬が見当たらない場合が多

くあります。冷え症を伴う食欲不振

や高齢者の場合は人参湯。体を温め

る作用が強く、食欲と共に冷えも改

善します。痩せ型で虚弱な人の場合
りっくんしとう

は六君子湯か四君子湯。六君子湯は、

胃炎や胃潰瘍などの器質性疾患がな

いのに胃もたれや吐き気などの症状

がある機能性胃腸障害にも有効な漢

方薬。広がらなくなった胃を広げら

れる唯一の薬で、漢方にしかできな

い治療として知られています。

ン
グ

Column 

AgingCare&MibyoCare O 8 
漢方、いちぱんの韮本は

養生です 肌荒れ
漢方という言葉を広義にとらえると、

漢方薬と鍼灸、養生が含まれ、漢方

でいちばん重視するのは養生。養生

は食事、運動、睡眠など生活習慣を

正し、 H 々の生活をていねいに送る

こと。食事は食療と食養の 2 つに分

かれ、食療はまさに食事による治療。

頭痛を緩和する食べ物もその人の証

により異なり、その滋味でも自分の

証を知ることが重要です。一方食養

は旬の物を食べるなど万人に当ては

まるもの。現代人は運動不足の人も

多く、養生せずに薬だけで不調が治

ることはありません。特に漢方薬で

痩せたいという人がいますが、代謝

を卜げて痩せやすい体にすることは

できても、薬だけで痩せることは無

理。食事や運動など養生が基本です。

漢方薬を長期服用していると美肌にな

った、イり庄のりが良くなったという声

をよく聞きます。漢方薬は基本、腸内

環境を改善することから、別の目的で

飲んだ結果肌の状態が整うことが考え

られます。またアトピー‘性皮膚炎やニ

キビなどの皮膚疾患は漢方でよく治療

する領域3 症状が広範囲に現れ、外用

剤で対応しきれない肌トラブルに対し

ては対処療法ではなく体質改善をして

いきます。ただしアトヒ°—‘性皮屑炎は

複雑なため、漢方薬も状態や時期など

に合わせ使っていくことと、外側からの

皮膚科的スキンケアの併用も重要です。

古
く
よ
り

重
視
さ
れ
て
き
た

Aging Care &Mibyo Care O 7 

の眠
み
不
悩
寝つきが悪い、目覚めてもすっきりし

ないなど、日本人の多くが抱えている

不眠の悩み。漢方薬は、西洋薬の睡眠

導入薬のような即効性はありません

が、長期投与による依存性や耐性が生

じる心配がなく、胃腸が弱い人も服用

できます。体力があり、興奮してのぼ

せてしまうため入眠が困難な人には
おうれんげとくとう

黄連解毒湯。体力は中等度で、イライ
ラや神経過敏傾向がみられ寝つきの

よくかんさん

悪い人には抑肝散。体力がなく、疲れ
さん 2 ぅ r んとう

ているのに眠れない場合は酸棗仁湯
と、付寸］や体質によって選択します。

＆未病治療
病気とはいえないものの、クオリティオブライフを下げる日々の不調解決やアンチエイジングなど、

漢方だからこそ症状が軽くなる、副作用も少ないなど、古くより漢方が得意とする

領域について、引き続き渡辺賢治先生に解説していただきます。

AgingCare&MibyoCare O 2 Aging Care &Mibyo Care O 1 

むくみ
むくみを改善する薬、西洋薬でも利尿

薬がありますが、脱水症状を引き起こ

す副作用があります。漢方薬は、体内

の水分化謝や分布異常を改善するもの。

体の水分が過剰なときにのみ利尿作用

が働き、脱水状態では働かないという
ごれい

特徴があります。代表的なものは五苓
さん

骰特に水分バランスが崩れた水毒に

叡力で、水毒力改善するとむくみと一

緒に頭痛や頭重、めまいなども治る利

点があります。生理前にむくみがひどい
とうシ

など、婦人科の症状がある場合は当帰
しゃ（や（さん

芍薬敗色白でぽっちゃりした水太り
ぼういおうしとう

体質の人には防己黄習湯を用います。

漢
方
の
得
意
中
の

得
意
分
野
と
い
え
ば

冷
え
症

女
性
を
中
心
に
悩
ん
で
い
る
人
が
非
常
に

多
い
冷
え
症
で
す
が
、
西
洋
医
学
に
は
冷

え
症
の
概
念
が
な
く
、
適
切
な
薬
は
あ
り

ま
せ
ん
。

一
方
、
漢
方
に
と
っ
て
冷
え
症

は
得
意
分
野
の
一
っ
゜
一
般
的
に
「
冷
え

性
」
と
書
く
と
こ
ろ
を
「
冷
え
症
」
と
表

記
す
る
ほ
ど
、
冷
え
そ
れ
自
体
を
病
気
と

と
ら
え
重
視
し
て
い
ま
す
。

ま
た
長
期
的
に
み
る
と
免
疫
力
を
低
下
さ

せ
る
冷
え
は
、
が
ん
を
は
じ
め
種
々
の
病

気
の
も
と
に
な
っ
た
り
、
悪
化
さ
せ
る
点

で
も
、
取
り
除
く
こ
と
が
重
要
。
が
ん
患

者
は
基
礎
体
温
が
下
が
り
、
さ
ら
に
免
疫

力
を
落
と
し
て
し
ま
う
た
め
、
漢
方
で

3
6

度
5

分
以
上
を
目
指
し
ま
す
。
漢
方
に
と

っ
て
冷
え
症
の
改
善
は
大
原
則
な
の
で
す
。

漢
方
で
エ
イ
ジ
ン
グ
と
は
、
「
腎
」
の
気
が

落
ち
る
腎
虚
の
状
態
。
腎
と
は
、
生
命
が

生
ま
れ
た
と
き
に
も
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
、
ホ
ル
モ
ン
系
、
免
疫
系
、
水
分
代
謝
、

生
殖
器
・
泌
尿
器
な
ど
生
命
力
の
基
本
を

司
ま
す
。
そ
の
生
命
力
が
加
齢
と
共
に
衰

え
た
の
が
腎
虚
の
状
態
。
約
2
0
0
0

年

前
に
書
か
れ
た
前
漢
の
医
書
『
黄
帝
内
経
』

に
は
「
い
ち
ば
ん
腕
の
い
い
医
者
は
病
気

に
な
っ
て
か
ら
治
す
の
で
は
な
く
未
病
を

治
す
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

考
え
を
ル
ー
ツ
に
も
つ
漢
方
は
、
昔
か
ら

ア
ン
チ
ェ
イ
ジ
ン
グ
と
密
接
な
関
わ
り
を

も
っ
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

冷
え
症
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、
新
陳
代

謝
の
低
下
が
原
因
の
場
合
と
、
血
行
不
良

で
手
足
な
ど
末
梢
が
冷
え
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
新
陳
代
謝
が
低
下
し
た
冷
え
に
対

し
、
基
礎
代
謝
を
上
げ
る
た
め
に
よ
く
処

し
ん
ぷ
と
う

方
さ
れ
る
の
が
真
武
湯
。
真
武
湯
に
は
ト

リ
カ
ブ
ト
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
痛

み
や
冷
え
を
取
る
の
に
有
効
で
す
。
体
力

に
ん
じ
ん
と
う

が
低
下
し
て
胃
腸
が
弱
い
場
合
は
人
参
湯

を
す
す
め
ま
す
。
末
梢
循
環
障
害
の
場
合

と
う
き
し
ぎ
ゃ
く
か
ご
し
ゅ
ゆ
し
ょ
う
き
ょ
う
と
．

9

は
、
当
帰
四
逆
加
呉
架
英
生
姜
湯
が
よ

く
使
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
し
も
や
け
の
特

効
薬
と
い
わ
れ
、

血
行
不
良
に
伴
う
腰
痛

に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
体
力
は
あ
っ
て

も
血
行
が
悪
く
、
ク
マ
な
ど
が
で
き
や
す

け
い
し
ぷ
く
り
ょ
う
が
ん

い
場
合
は
桂
枝
萩
苓
丸
を
す
す
め
ま
す
。

ン
チ
ェ
イ
ジ

そ
の
漢
方
で
、
昔
か
ら
ア
ン
チ
ェ
イ
ジ
ン

グ
を
代
表
す
る
薬
が
八
味
地
黄
丸
。
貧
血

症
状
の
改
善
、
滋
養
強
壮
、
水
分
循
環
と

血
の
巡
り
の
改
善
、
体
を
温
め
る
作
用
を

も
つ
8

種
類
の
生
薬
で
作
ら
れ
ま
し
た
。

抗
酸
化
作
用
も
強
け
れ
ば
、
腸
内
環
境
も

改
善
、
加
齢
に
よ
っ
て
体
が
冷
え
、
代
謝

が
落
ち
る
の
も
防
い
で
く
れ
る
大
変
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
薬
。
漢
方
の
専
門
家
の
間

で
は
「
4
0歳
を
過
ぎ
た
ら
八
味
丸
」
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。
動
脈
硬
化
の
予
防
も

期
待
さ
れ
、
同
じ
動
脈
硬
化
予
防
効
果
の

あ
る
桂
枝
袂
苓
丸
と
組
み
合
わ
せ
て
飲
む

こ
と
を
す
す
め
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

AgingCare&MibJ'oCare O 3 

倦怠感は「気」が不足した状態。す

ぐ疲れたり、全身倦怠感に悩んでい

るが原因が特定できない場合、胃腸

機能を改善して食欲を回復させ、免

疫系と代謝系を賦活して体力を向上

させる漢方はとても有用です。胃腸

古
来
、
血
の
道
症
に
は
漢
方
と
い
わ
れ
て
き

た
ほ
ど
、
月
経
痛
や
生
理
不
順
、
月
経
過
多
、

月
経
前
症
候
群
(
P
M
S
)、
更
年
期
障
害

な
ど
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
乱
れ
で
起
こ
る
婦

人
科
系
疾
患
は
漢
方
の
得
意
領
域
で
す
。

P
M
S
も
更
年
期
障
害
も
、
冷
え
、
の
ぼ
せ
、

頭
痛
、
便
秘
な
ど
多
く
の
不
定
愁
訴
が
一
度

に
現
れ
が
ち
で
す
が
、
西
洋
薬
で
は
複
数
の

不
定
愁
訴
に
―
つ
で
効
く
薬
は
な
い
こ
と

や
、
ま
た
月
経
の
た
び
に
鎮
痛
薬
を
飲
み
た

く
な
い
、
ホ
ル
モ
ン
製
剤
は
副
作
用
が
強
く

不
安
と
い
う
人
の
多
く
が
、
漢
方
を
利
用
。

乳
が
ん
の
方
で
も
漢
方
薬
な
ら
飲
め
る
と

い
う
の
も
利
点
で
す
。

漢
方
に
は
婦
人
科
3

大
生
薬
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。
当
帰
芍
薬
散
、
桂
枝
伏
苓
丸
、

か
み
し
ょ
う
よ
う
さ
ん

加
味
逍
遥
散
が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

虚
弱
な
人
で
、
冷
え
や
め
ま
い
、
貧
血
が

み
ら
れ
る
場
合
は
当
帰
芍
薬
散
。
イ
ラ
イ

ラ
や
不
安
感
、
不
眠
な
ど
、
精
神
症
状
が

に
よ
し
ん
さ
ん

顕
著
な
人
に
は
加
味
逍
遥
散
や
女
神
散
。

比
較
的
が
っ
ち
り
し
た
体
格
で
の
ぼ
せ
が

あ
る
人
は
桂
枝
伏
苓
丸
な
ど
、
患
者
に
体

力
が
あ
る
か
、
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
症
状

が
あ
る
か
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ま
す
。

女
性

乱
れ

Aging Care &Mibyo Care O 4 

疲れやすい

に
よ
る
数
々
の
不
調

機能が悪く、全身倦怠感や衰弱が著
はちゅうえっきとう じ O うぜんf•い 1’

しい場合は補中益気湯や十全大補
とう せいしょえっきとう

湯。夏バテには清暑益気湯。冷えが
あるなら人参湯や真武湯。食欲不振

しくんしとう

なら四君子湯。加齢に伴う何となく
はちみ じおうがん

の疲れには八味地黄丸をすすめます。

ホ
ル
モ
ン
の

:'63 
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漢方の力ヘのアクセス 01

自分の証を本格的に知るため漢方ドックへ
漢方的に自分の体質や体の状態を知って病気の予防に役立てたい、一般の検査で異常は出ないけれど何となく

不調…。そういう方に、まずアクセスをおすすめしたいのが、本格的な漢方ドックです。

{ 

I

{

 
{ 

/’ 
¥

/

 

卓か
各ぷ。

夭ゃを
丼鳴．嘴噂 I...詮‘゜

...が‘心9• Y.  

べの
266 

.... 


	doc00245320230510103323
	リシェス1
	リシェス2
	リシェス3
	doc00249220230511114735_001



